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傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
と
の
調
整
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
と
の
調
整
に
つ
い
て
、
全
国
健
康
保
険
協
会
が
、
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
傷
病
手
当
金
の
返
納
を
求
め
た
事
案
に
端
を
発
し
て
、
年
金
行
政
、
健
康
保
険
行
政
に
お
け
る
窓
口
の
対
応
お
よ
び
、
健

康
保
険
法
の
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
と
の
調
整
に
つ
い
て
の
不
公
正
・
不
公
平
な
問
題
点
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
、
問
題
提

起
を
行
う
。 

 

退
職
後
の
傷
病
手
当
金
を
受
給
し
て
い
る
者
が
、
六
十
五
歳
に
到
達
し
た
際
に
老
齢
年
金
を
繰
り
下
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ

の
傷
病
手
当
金
の
受
給
期
間
中
に
死
亡
し
た
。 

 

遺
族
が
遺
族
年
金
の
裁
定
請
求
を
行
っ
た
際
に
、
大
手
前
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
、
「
亡
く
な
っ
た
者
の
未
支
給
年

金
を
受
給
し
た
ら
傷
病
手
当
金
と
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ
の
請
求
は
し
な
い
」
と
申
し
出
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
亡
く
な
っ
た
者
が
繰
り
下
げ
て
い
た
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
及
び
未
支
給
年
金
の
請
求
を
行
わ
な
い
と
遺
族
年
金
の

裁
定
請
求
を
受
け
付
け
ら
れ
な
い
」
と
指
導
さ
れ
た
た
め
に
、
一
旦
は
亡
く
な
っ
た
者
の
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
と
未
支
給
年

金
の
請
求
手
続
き
を
行
っ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
未
支
給
年
金
は
受
け
取
っ
た
遺
族
の
一
時
所
得
と
な
り
、
遺
族
に
対
し
て
の
所
得
税
、
住
民
税
及
び
国
民



 

２ 

 

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
大
手
前
年
金
事
務
所
に
対
し
て
、
亡
く
な
っ

た
者
の
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
と
未
支
給
年
金
の
請
求
を
取
り
下
げ
る
よ
う
依
頼
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
過
が
あ
り
、
未
支
給
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
日
、
全
国
健
康
保
険
協
会
大
阪
支

部
か
ら
遺
族
に
対
し
て
、
傷
病
手
当
金
の
返
納
の
更
正
決
定
の
通
知
が
さ
れ
た
。 

 

こ
の
た
め
、
全
国
健
康
保
険
協
会
大
阪
支
部
に
対
し
て
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
未
支
給
年
金
の
受
給
が
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
た
の
で
、
傷
病
手
当
金
の
返
納
の
更
正
決
定
を
取
り
下
げ
る
と
の
連
絡
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
ケ
月
後
に
全
国
健
康

保
険
協
会
大
阪
支
部
か
ら
、
更
正
決
定
を
取
り
下
げ
る
と
の
判
断
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
、
や
は
り
返
納
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
、
こ
の
更
正
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
近
畿
厚
生
局
社
会
保
険
審
査
官
に
対
し
て
、
審
査
請
求
を
す
る
よ
う
に
と
の

連
絡
を
受
け
た
。 

 

そ
こ
で
、
未
支
給
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
傷
病
手
当
金
と
の
調
整
を
行
う
と
し
た
全
国
健
康
保
険
協

会
大
阪
支
部
の
更
正
決
定
は
不
当
で
あ
る
と
し
て
、
傷
病
手
当
金
の
返
納
の
更
正
決
定
取
り
消
し
を
求
め
る
審
査
請
求
を
行
っ

た
。 

 

当
該
、
審
査
請
求
の
決
定
書
に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
五
項
に
「
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ



 

３ 

 

と
が
で
き
る
と
き
は
、
傷
病
手
当
金
は
、
支
給
し
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
医
療
保
険
者
職
員
の
健
保
法
運
用
の
指

針
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
健
康
保
険
法
の
解
釈
と
運
用
」
に
お
い
て
、
老
齢
退
職
年
金
給
付
が
裁
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
べ
き
で
あ
る
が
、
裁
定
請
求
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
調
整
を
行
う
旨
の
解
説
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
未
支
給
年
金
の
受
給
の
事
実
が
な
く
て
も
、
全
国
健
康
保
険
協
会
大

阪
支
部
の
行
っ
た
傷
病
手
当
金
返
納
の
更
正
決
定
は
、
適
法
か
つ
妥
当
で
あ
る
と
し
て
棄
却
さ
れ
た
。 

 

本
事
案
を
通
じ
て
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
対
応
の
問
題
点
お
よ
び
、
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
「
退
職
後
の

傷
病
手
当
金
を
受
け
る
べ
き
者
が
、
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
傷
病
手
当
金
は
、
そ
の

差
額
を
支
給
す
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
を
す
る
。 

一 

年
金
事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
、
遺
族
年
金
の
裁
定
請
求
の
際
に
、
そ
の
配
偶
者
の
老
齢
年
金
裁
定
請
求
及
び
未
支
給
年

金
の
請
求
事
務
を
法
的
根
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遺
族
年
金
の
裁
定
請
求
者
の
意
思
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
機
械
的

に
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
老
齢
年
金
裁
定
請
求
及
び
未
支
給
年
金
の
請
求
を
行
う
こ
と
に
よ
り
税
金
や
社

会
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
や
傷
病
手
当
金
と
の
調
整
が
さ
れ
る
な
ど
の
不
利
益
を
説
明
し
た
う
え
で
、
遺
族
年
金
の

請
求
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
そ
の
請
求
事
務
を
行
う
よ
う
に
全
国
の
年
金
事
務
所
に
通
達
し
、
窓
口
対
応
を
改
め
る
よ
う
に
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徹
底
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 
未
支
給
年
金
を
受
け
取
っ
た
遺
族
が
、
退
職
後
の
傷
病
手
当
金
と
未
支
給
年
金
の
調
整
に
よ
り
不
利
益
な
負
担
を
被
っ
た

ケ
ー
ス
が
こ
れ
ま
で
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
平
成
十
二
年
の
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
の

調
整
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
記
録
に
つ
い
て
調
査
し
、
該
当
者
に
負
担
分
に
つ
い
て
の
救
済
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
 

つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
の
改
正
以
降
の
①
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
の
調
整
を
行
っ
た
件
数
と
金
額
お
よ
び
、
②
そ
の

う
ち
傷
病
手
当
金
と
未
支
給
年
金
と
の
調
整
を
行
っ
た
件
数
と
金
額
に
つ
い
て
各
々
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
把
握
し
て
い

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
五
項
の
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
と
の
調
整
の
趣
旨
は
、
そ
の
保
険
金
の
「
支

給
」
が
重
複
し
た
場
合
は
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
額
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

 
 

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
六
項
に
「
保
険
者
は
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
行
う
に
つ
き
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
者
に
対
し
、
老
齢
退
職
年
金
給
付
の
支
給
状
況
に
つ
き
、
必
要

な
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
全
国
健
康
保
険
協
会
大
阪
支
部
か
ら
送
付
さ
れ
た
傷
病
手
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当
金
の
返
納
を
請
求
す
る
書
類
に
お
い
て
「
老
齢
年
金
の
受
給
」
を
傷
病
手
当
金
の
返
納
の
理
由
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
「
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
」
＝
「
老
齢
年
金
が
裁
定
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
解
釈
は

誤
り
で
あ
り
、
老
齢
年
金
を
受
給
し
た
場
合
に
傷
病
手
当
金
と
調
整
す
べ
き
で
あ
る
の
で
、
調
整
の
基
準
を
「
裁
定
請
求
の

有
無
」
で
は
な
く
、
「
年
金
支
給
の
有
無
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

現
在
、
全
国
健
康
保
険
協
会
は
日
本
年
金
機
構
と
の
間
で
、
事
務
連
絡
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
厚
生
労
働
省
保

険
局
保
険
課
発
、
全
国
健
康
保
険
協
会
宛
「
健
康
保
険
法
第
百
八
条
等
に
基
づ
く
紹
介
事
務
に
つ
い
て
」
に
基
づ
い
て
、
傷

病
手
当
金
と
年
金
の
併
給
調
整
を
行
う
た
め
の
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
実
際
に
年
金
の
支
給
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
の
併
給
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
み

返
金
請
求
が
行
わ
れ
る
よ
う
情
報
照
会
の
内
容
を
改
め
、
「
年
金
支
給
の
有
無
」
に
つ
い
て
も
照
会
し
、
健
保
協
会
と
年
金

機
構
で
情
報
共
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

そ
も
そ
も
、
「
疾
病
、
負
傷
に
起
因
す
る
休
業
に
よ
る
所
得
減
少
」
を
保
険
事
故
と
す
る
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
傷
病
手

当
金
と
、
「
老
齢
」
を
保
険
事
故
と
す
る
国
民
年
金
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
老
齢
年
金
は
、
保
険
事
故
の
対
象

が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
所
得
補
償
」
と
し
て
併
給
調
整
を
行
う
と
す
る
健
康
保
険
法
第
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
は
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問
題
が
あ
る
の
で
、
退
職
後
の
傷
病
手
当
金
と
老
齢
年
金
の
調
整
に
つ
い
て
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

 
 

な
ぜ
な
ら
、
「
所
得
補
償
」
で
あ
る
と
の
根
拠
は
、
下
記
の
事
実
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

① 

退
職
後
の
傷
病
手
当
金
の
受
給
期
間
中
は
老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
を
せ
ず
に
、
当
該
傷
病
手
当
金
受
給
期
間
終
了
後

に
繰
り
下
げ
た
老
齢
年
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
当
該
傷
病
手
当
金
は
調
整
さ
れ
な
い
。 

 
 

② 

退
職
後
の
傷
病
手
当
金
は
老
齢
年
金
と
調
整
す
る
の
に
、
在
職
中
の
傷
病
手
当
金
は
、
老
齢
年
金
と
調
整
さ
れ
な

い
。 

 
 

な
お
、
傷
病
手
当
金
と
、
障
害
年
金
を
調
整
す
る
の
は
、
同
一
の
傷
病
に
起
因
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
一
の
保

険
事
故
で
あ
る
か
ら
調
整
を
行
う
趣
旨
で
あ
り
、
一
方
、
老
齢
年
金
と
傷
病
手
当
金
と
の
調
整
は
、
保
険
事
故
が
異
な
る
の

で
あ
る
か
ら
調
整
す
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
て
言
う
と
、
保
険
の
目
的
が
異
な
る
、
火
災
保
険
と
自
動
車
保
険
の
保
険
給
付

を
調
整
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
「
保
険
」
で
あ
る
観
点
か
ら
は
納
得
で
き
な
い
調
整
で
あ
る
。 

 

右
質
問
す
る
。 


